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地域動物研究会の活動招介
本研究会に案内のあった各地域の実験動物研究
会の活動を順不同で紹介します｡詳細な内容のお
問い合わせは各研究会の事務局までお願い致しま
す｡
関西実験動物研究会
事務局 :京都大学大学院医学研究科附属動物
実験施設内
TEL:075-753-4489,FAX:075-753-4409
E-Mail:cyamachi@ip.media.kyoto-u.ac.jp
URL:http://www.anim.ned.kyoto-u.ac.jp
◎第 67回関西実験動物研究会(平成 12年 9月 22
日)
テーマ :高次神経機能を動物実験により解明
する
<講演>
1.プログラム細胞死の人為的操作による神経疾
患治療の試み 三浦正幸 (大阪大院医 ･バイ
オ ･神経機能解剖学研究部)
2.アルツハイマー病にみられる神経細胞死の分
子機構 今泉和則 (大阪大院医 ･機能形態学
講座)
3.晴乳類視覚系に見られる経験依存的な神経回
路発達 畠 義郎 (大阪大院医 ･バイオ ･神
経生理学研究部)
<維持会員ニュース>(秩)ケアリー ｢弊社
供 給 ベ トナ ム 産 カ ニ ク イ ザ ル にお け る
Entamoebahistolyticaの寄生状況 -PCRを
用いた診断｣
◎第 68回関西実験動物研究会(平成 12年 12月 1
日
<会員の研究発表>14題
1.ACI/N系統に出現 した新たな淡毛色ラット
の解析
2.新たな ミュータン ト mv(myelinvacuola-
tion)ラットの病態解析
3.大阪産野生マウス由来近郊系 MMNG系統の特
性解析
4.マホガニーマウスの聴性脳幹反応における
特徴
5.実験動物施設における二酸化塩素系滅菌剤
Exsporによる滅菌効果の検討
6.へリコバクター汚染マウスからの細菌分離
7.HSV-1感染におけるサイ トカインの役割
8.ラットを用いた小核試験法の検討
9.カニクイザルを用いた全身オー トラジオル
ミノグラフイーの実践
10.臓器特異的な人為的遺伝子機能操作に必要
な動物の開発
Il.高率にリンパ節転移を起 こすマウス乳債
組織ならびに細胞株
12.HGFによる慢性腎症の進展阻止効果 :ネフ
ローゼ症候群と糖尿病性腎症のモデルから
浮きぼりとなった 2つの作用点
13.オリーブオイル負荷による WHHLウサギの
外因性脂質吸収能の評価
14.ラット脳からのピューロマイシン感受性ミ
ノペプチダーゼの単離 ･精製と諸性質の検
討
<特別講演 1> 日合 弘 (京都大院 ･医 ･
病態生物医学) Pre-Bリンパ腫好発系 SL/Kh
マウスの遺伝学的研究
<特別講演 2> 鳥居隆三 (滋賀医大 ･医 ･
動物実験施設) サル (カニクイザル､ニホン
ザル) ES細胞株の樹立とこれからの展開
◎第 18回総会及び第 69回関西実験動物研究会
(平成 13年 3月 2日)
総会 :13:00-13:40 テーマ :実験動物の
微生物モニタリング項目に関する最近の動向
<講演>
1.遺伝子改変動物の授受に伴う微生物感染の
増加と実験への影響 八神健一 (筑波大 ･
動物実験センター)
2.実験動物を取 り巻く環境の変化と ICLASモ
ニタリングセンター微生物検査項目の見直
し 高倉 彰 ((財)実験動物中央研究所
ICLASモニタリングセンター)
3.実験動物晶質の国際標準化 AALASHealth
MonitoringCommitteeの動向
黒滞 努 (大阪大 ･医 ･動物実験施設)
<維持会員ニュース> (秩)新日本科学 ｢安
全性薬理におけるテレメトリー試験｣
◎第 70回関西実験動物研究会
目時 :平成 13年 6月 15日
テーマ :バイオメディカルサイエンスにおけ
る遺伝子改変動物等を用いた新規アプローチ
の紹介
<講演>
1.神経細胞特異的なノックアウ トに必要な動
物の開発 鈴木 昇 (三重大医 ･動物実験施
設)
2.糖転移酵素遺伝子ノックアウ トマウスを用
いた糖鎖機能の解析 浅野雅秀 (金沢大医 ･
動物実験施設)
3.遺伝子から見た晴乳動物精子形成の特徴
野崎正美 (大阪大 ･微生物病研究所)
<維持会員ニュース> (樵)共生 ｢酸素ク
ラスターによる動物実験施設での脱臭効果
◎第 71回関西実験動物研究会 (平成 13年 9月
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28日)
◎関西実験動物研究会報 第21号 平成 12年 12
月 会報の目次
第 63回研究会 (平成 11年 9月 10日)
テーマ :｢疾患モデル :ヒトとマウスの種差を
越えて｣
1.GeneticEngineeredMiceと動脈硬化研究
平野賢一 (大阪大学 ･院 ･医 ･分子制御内科)
2.糖尿病血管症への トランスジェニックアプロ
ーチ 山本 博 (金沢大 ･医 ･生化学第二)
第 64回研究会 (平成 11年 12月3日)
会員による研究発表 17題
第 65回研究会 (平成 12年 3月 3日)
テーマ :｢実験動物の国際化を巡って｣
1.実験動物と動物実験施設 :国際標準化の動
向｣ 黒滞 努 (大阪大 ･医 ･動物実験施設)
第 66回研究会 (平成 12年 6月2日)
テーマ :｢医薬品開発の前臨床試験における新
しい動向と国際戦略を考える｣
1.薬品産業の国際化と前臨床試験の在 り方
松滞利明 (山之内製薬 (秩)信頼性保証本
部薬事部)
第 67回研究会 (平成 12年 9月 22日)
テーマ :｢高次神経機能を動物実験により解明
する｣
1.｢アルツハイマー病にみられる神経細胞死の
分子機構｣今泉和則 (大阪大院 ･医 ･機能形
態学講座
2.｢晴乳類視覚系に見 られる経験依存的な神経
回路発達 畠 義郎(大阪大院 ･医 ･バイオ ･
神経生理学研究部｣
東海実験動物研究会
事務局 :名古屋大学医学部附属動物実験施設
内
TEL:052-744-2466(西村,八木),2468(大野)
FAX:052-744-2504
E-Mail:syagi@med.nagoya-u.ac.jp
または :ohno@med.nagoya-u.ac.jp
◎平成 12年度東海実験動物研究会例会 (平成 13
年3月 24日)
演題 :｢モデル動物を駆使 した慢性腎不全の分
子生物学的治療戦略｣ 黒揮 努 (大阪大学
医学部附属動物実験施設)
｢臓器特異的な人為的遺伝子機能操作に必要な
動物の開発｣ 鈴木 昇 (三重大学医学部附
属動物実験施設)
◎平成 13年度東海実験動物研究会 総会&研究
発表会 (平成 13年 7月 7日)
一般演題
1.名大院 ･医 ･動物施設における微生物モニ
タリングの結果 と考察 加藤八重子 他
(名大院 ･医)
2.国立療養所中部病院長寿医療研究センタ
ーAgingFarmの管理 ･運営 塩川一夫 他
(長寿研)
3.AgingFarmで育成される加齢動物の利用
法一下顎骨採取の具体例 (予報)-
山本貴子 他 (長寿研)
4.高脂肪食の血圧 上昇作用への加齢の影
響 森 (玉谷)典華 他 (名大院 ･医)
5.サイ トカラシン B処理による 4細胞期
マウス肱の核の動態 木屋昭憲 他 (名
大院 ･生命農)
6.バングラデシュの潜在的実験動物資源調
査
一家畜 と野生動物一 織田銑- 他 (名大
院 ･生命農)
7.チャイニーズハムスターのゲノム解析
小野敦夫 他 (愛知県コロニー ･発達障
害研)
8.マウス系統間でのコスタリカ住血線虫感
染に対する宿主感受性の違い 大野民生
他 (名大院 ･医)
9.成長遅延マウス DW/J-gTt甲状腺の病態
学的分析 成際明 他 (名市大 ･医)
10.腎不全自然発症マウス ICGNにおける尿
中アルブミン値の QTL解析 安居院高志
他 (名市大 ･医)
特別講演
Chromoso皿eVersusgeneticmechanisⅡ10f
hybridsterility P.M.Bordin(Institute
ofCytologyandGenetics,RussianAcademy
ofScience)
静岡臭墳動物研究会
事務局 :静岡県立大学薬学部薬剤学教室内
TELl.053-435-2000,FAX:053-435-3791
E-mail:tnishika@hama-ned.ac.jp
◎第 30回総会 (平成 12年 12月8日)
特別講演 ｢21世紀の実験動物界に望む:もっと
"考える"実験動物界にしよう｣
宮嶋宏彰 (新日本化学㈱)
｢医薬品の免疫毒性評価手順｣
中村和市 (塩野義製薬㈱)
◎静岡実験動物研究会 30周年記念シンポジウム
(平成 13年 9月 21日)
記念特別講演 ｢ゲノム科学時代の実験動物｣
勝木元也 (岡崎国立共同研究機構 ･基礎生
物学研究所)
シンポジウム :21世紀の実験動物の姿
1.｢GSCにおける大規模マウス突然変異体作製
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プロジェクト｣ 若菜茂晴 (理化学研究所ゲ
ノム科学総合研究センター)
2.｢実験動物を用いたインビボ創薬研究一受容
体を標的として｣ 山田静雄 (静岡県立大学
薬学部薬剤学教室)
3.｢病態モデル動物での薬物動態評価-PK/PD
アプローチ｣ 小林 智 (協和発酵工業㈱医
薬カンパニー医薬開発本部)
4.｢20世紀における実験動物を用いた化学発
癌研究を振り返って 特に GLP機関での発
癌性試験の意義｣ 榎本 奥 ((財)食品農
医薬品安全性評価センター)
5.｢非臨床試験から臨床試験へ一動物実験での
データはどういかされていくか｣ 大橋京-
(浜松医科大学臨床薬理学教室)
◎静岡実験動物研究会報 第 27巻第 2号(2000年
12月 8日)
<一般講演抄録>
｢Nosan:Beagleの成長曲線｣ 大岩一雄 (㈱
ナルク)
｢vetscan⑧による Nosan:Beagleの生化学値
の測定｣ 丸山みゆき (㈱ナルク)
｢ラットを用いたトキシコキネテイクス試験実
施に関する基礎検討｣ 高橋弘樹 (旭化成工
業㈱ ライフサイエンス総合研究所 安全性
研究所)
｢細胞はどうやって不溶性タンパクを分泌する
のか一鳥類の頼粒膜細胞をモデルとして-｣
笹浪知宏 (静岡大学農学部 応用生物化学
科)
｢アフリカツメガエル幼生における水晶体再生
過程の細胞生物学的解析｣ 玉越智樹 (静岡
大学農学部 応用生物化学科)
｢2型糖尿病モデル CK/Jclラットの加齢に伴
う病態の緩化について｣ 中川嗣郎 (㈱CSK
リサーチパーク御殿場ブランチ)
｢マウスにおける行動 ･飲水パターンの測定お
よびラットの結果との比較｣ 小松里美 (≡
共㈱ 安全性研究所 ･第二生物研究所 ･研究
信頼性保証室)
｢マウス用粉末給餌器の改良｣ 寺田仁美 (≡
共㈱ 安全性研究所)
｢自動血液サンプリング装置の開発｣ 生村和
子 (㈱エイコム)
◎静岡実験動物研究会報 第 28巻 1号 (2001年
7月6日)
特別講演抄録
｢医薬品の免疫毒性評価手順｣ 中村和市 (塩
野義製薬株式会社)
｢実験動物学会について考えること｣ 宮嶋宏
彰 (株式会社新日本科学)
北陸実験動物研究会
事務局 :福井医科大学医学部附属動物実験施設
内
TEL:0776-6卜8425,FAX:0776-6卜8124
E:mail:lara@med.knazawa-u.ac.jp
URL:http://web.kanazawa-.ac.jp/～med38/
lara/index.html
連絡先 :金沢大学医学部附属動物実験施設
(橋本憲佳)
TEL:076-23414241,FAX:076-234-4240
E-n]ail:noriyosi@kiea.m.kanazawa-u.ac.jp
◎ニュースレター ｢はくりく実験動物｣
No.142000年 11月発行
No.152001年 3月発行
No.162001年 6月発行
No.172001年秋 (発行日未定)
◎第 14回北陸実験動物研究会 (平成 12年 11月
11日)
特別講演 高齢者におけるインフルエンザウイ
ルス感染症のマウスモデル 木村吉延 先生
(福井医科大学 ･微生物学講座 教授)
一般講演 麻酔薬に対する感受性に係わる遺伝
子座のマウスでの解析 小泉 勤 (福井医科
大学 ･動物実験施設 助教授)
◎北陸実験動物研究会第 5回総会および第 15回
研究会 (平成 13年3月31日,金沢大学)
特別講演 1
卵操作技術と実験動物技術師 須藤カツ子先
生 (東京大学医科学研究所)
特別講演 2
自然発症てんかんラット SERの病態解明と
展開研究 芹川忠夫先生 (京都大学大学院医
学研究科附属動物実験施設)
◎第 16回北陸実験動物研究会 (平成 13年 6月9
日)
講演 1
シマリスの脂質代謝特性 一特性検索の経緯
と室内長期飼育経験 遠藤順子,伊藤恒賢,
神村栄吉,大和田一雄 (山形大学医学部附属
動物実験施設)
講演 2
単純ヘルペスウイルス Ⅰ型誘発神経痛動物
モデル (ラット,マウス)の開発とその性質
安東嗣修 (富山医科薬科大学 ･薬学部 ･薬品
作用学)
講演 3
実験動物としての蚊 松瀬イネス倶子 (富山
医科薬科大学感染予防医学教室)
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信州実験動物研究会
事務局 :信州大学医学部附属動物実験施設
TEL:0263-3712696,FAX:0263-37-2698
連絡先 :中島 敦 (㈱CSKリサーチパーク)
TEL:0266-53-2448,FAX:0266-53-1949
E-Mail:nakajimaats@csk-rp.co.jp
◎第 58回研究会勉強会 (平成 13年3月9日)
｢加齢とその病態モデルSAh'マウスについて｣
樋口京- (信州大学医学部 ･加齢適応研究セ
ンター)
◎第 21回信州実験動物研究会総会 (平成 13年 3
月 9日)
◎第 19回研究発表会 (平成 13年3月 9日)
1.ビーグル犬の胃内pHコントロール技術の検
討 村瀬昌広 (イナリサーチ)他
2.ビーグル犬の反復直腸内投与方法の検討
田中 守 (イナリサーチ)他
3.薬酒飲水投与の結果から見たマウスの系統差
鈴木和重 (養命酒製造 ･中央研究所)
4.マウスにおける免疫系Thl/Th2バランス
松見 繁 (養命酒製造 ･中央研究所)
5.好酸球増多症を自然発症するラット (MES)
一腸間膜 リンパ節および胸腔 ･腹腔内細胞
について一 川久保雅友 (信州大 ･医)他
6.好酸球増多症を自然発症するラット (MES)
-好酸球性炎症のメカニズムー
武藤信一 (キッセイ薬品 ･安全性)他
7.トランスジェニックウサギの作製-過剰排卵
誘起法と前核可視法の検討一
平尾雅郎 (北山ラベス ･伊那研究所)他
8.CSKリサーチパークにおける廃棄物処理につ
いて 中村正志 (CSKリサーチパーク)
9.ハムスター頬袋への無麻酔下反復投与による
口腔粘膜刺激性試験
泉 幸子 (富士バイオメディックス)他
九州実験動物研究会
事務局 :九州大学大学院医学系研究科附属動
物実験施設内
TEL:092642-6147,FAX:092-642-6165
連絡先 :毛利資郎 (九州人･大学院医学系研究
科 附属動物実験施設)
E-mail:shirou@qua.ned.kyushu-u.ac.jp
URL:http://interserver.miyazaki一
med.ac.jp/～AnimalCenter/ll.html
◎会報発行 ｢九州実験動物雑誌｣(2000年 11月)
◎第 18回九州実験動物研究会総会 (平成 12年 11
月 11日･12日)
一般講演演題 (Zo件)
I.蒸気滅菌に於ける蒸気品質影響
2.カニクイザルにおける免疫毒性の指標として
の抗KLH抗体の測定
3.マウス外性器形成過程における細胞増殖因
子群の発現様式
4.Crj:CD(SD)IGSラットにおける陰茎亀頭の
変化
5.去勢の副生殖腺重量及び胸腺細胞の分化に
及ぼす影響
6.腫性幹細胞からのマウス肝炎ウイルス及び
肺マイコプラズマ検出の試み
7.オオキヌゲネズミ Tscherskiatritonへの
肝蛭感染実験 (2)-Fasciolahepaticaメ
タセルカリアの投与-
8.ラットにおける ｢過労死｣モデル動物作成
法の検討
9.血管内皮障害後再狭窄への高圧酸素暴露の
影響
10.Bウイルスのゲノム解析 -Us嶺域の全塩
基配列決定を目指して一
日.世界のマウス腫/精子バンク情報
12.熊本大学動物資源開発研究センター(CARD)
におけるマウス腔/精子バンクの現状
13.長期凍結保存した野生マウス瞳からの個体
の作出
14.低温保存精子を用いた体外受精に関する研
究
15.少数腫からの効率的な産子の作出法に関す
る研究
16.肺移植用受容雌の系統に関する研究
17.核移植を前提としたマウス組織細胞の培養
成績
18.液体窒素内での凍結腔へのマウス肝炎ウイ
ルスおよび肺パスツレラ汚染について
19.腔凍結一膝移植システムによるマウスコロ
ニーの搬入
20.高週齢の遺伝子改変雄マウスを用いた体外
受精の一例について
シンポジウム
｢実験動物としてのサル類｣
特別講演
｢クローン牛の作製の現状と問題点｣
総会 ･懇親会
◎第 19回九州実験動物研究会総会 (予定)
期日:平成 13年 11月 10日 (土)･11日 (日)
場所 :長崎大学医学部構内ボンベ会館
筑波実境動物研究会
事務局 :㈱OBS関東 江川寅彦
E-mail:obskt@olive.ocn.ne.jp
◎講演会 (第 19回)(平成 12年 12月8日)
｢受精に関する精子タンパク質の機能解析｣
筑波大学応用生物化学系 馬場 忠先生
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◎セミナー (第 10回)(平成 12年 12月 8日)
｢顕微注入法によるクローン豚の作出｣
農水省畜産試験場育種部 育種素材開発研究室
大西 彰先生
｢晴乳動物卵子のエイジングとその制御の可能
性｣
農水省農業生物資源研究所 動物評価保存研
究チーム 菊地和弘先生
◎実技講習会(第 6回)(平成 12年 1月 25-26日)
｢遺伝子改変マウスの作製技術｣
筑波大学動物実験センター
◎第 9回筑波実験動物研究会総会(平成 13年 6月
29日)
講演会
｢ICLASモニタリングセンターの微生物検査項
目の変更｣(財)実験動物中央研究所
高倉 彰先生
ミニシンポジウム
｢我社の微生物モニタリング｣ 第一製薬(秩)
研究
技術センター 平野又三先生
｢中外製薬(樵)におけるマウス ･ラットの導入
基準と微生物学的モニタリング｣ (秩)CSK
リサーチパーク 疾病研究室 保倉智恵先生
｢施設管理から見た新規動物導入時の対応～微
生物統御を中心として｣ 大正製薬(秩) 動
物実験管理●施設 川西正彦先生
｢マウス導入時の対応と微生物学的モニタリン
グ｣ 筑波大学生命科学動物資源セ ンター
梶原典子先生
